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平成27年度全国水生生物調査の参加者募集
～川の中の生き物を調べてみませんか～
　水生生物を指標として河川の水質を総合的に評価するため、
また環境問題への関心を高めるため、環境省と国土交通省では、
一般市民等の参加を得て全国水生生物調査を実施しています。

　平成26年度の全国水生生物調査（北海道開発局関係分）は、
2,544人の参加を得て行われ、以下のような結果がまとまりました。

① 　北海道内43地点で、河川の水生生物を調査することにより
水質の判定が行われ、「きれいな水」と判定された地点が全
体の98%を占めました。
② 　小中学校・高校や市民団体の多数の参加が得られました。
（参加者のうち、小中学校・高校が96%、市民団体等が3 %）

　平成27年度も市民の方々の参加を得て全国水生生物調査を
実施します。調査への参加を希望される方は以下のお問い合
わせ先までご連絡ください。

7月10日㈮～11日㈯
寒地土木研究所一般公開
10:00～16:00　国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所
　●入場無料
※詳細は33ページをご覧ください。

国営滝野すずらん丘陵公園
　 7月12日㈰
　ラベンダー摘み取り体験
　　 ラベンダーの開花期に合わせ、花穂の摘み取り体験を行

います。
　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　100名（当日現地先着）
　　　●場　所　つどいの森ラベンダー畑
　　　●時　間　10:00～

　19日㈰
　ブルーベリーのハーブ酢シロップ
　　ハーブを摘み取りシロップを作ります。
　　　●参加費　400円（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　10名（事前申し込み: 011‒594‒2222）
　　　●場　所　カントリーハウス1F休憩所
　　　●時　間　10:30～12:00
　20日㈷
　森フェス2015summer
　　森遊びやクラフト、音楽ライブを行います。
　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　滝野の森ゾーン東エリア
　　　●時　間　10:00～15:00
　25日㈯
　簡単！ラベンダー石けん作り
　　ラベンダーの摘み取りと石けん作りを体験します。
　　　●参加費　300円（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　30名（事前申し込み: 011‒594‒2222）
　　　●場　所　東口休憩所
　　　●時　間　10:30～12:00
※ 詳細は当公園ホームページ（http://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011‒592‒3333）まで
お問い合わせください。

部局名 担当課 電話
北海道開発局 建設部　河川管理課 011-709-2311

札幌開発建設部 公物管理企画課 011-611-0328

函館開発建設部 工務課 0138-42-7604

小樽開発建設部 工務課 0134-23-5195

旭川開発建設部 公物管理課 0166-32-1487

室蘭開発建設部 治水課 0143-25-7045

釧路開発建設部 治水課 0154-24-7250

帯広開発建設部 治水課 0155-24-4105

網走開発建設部 治水課 0152-44-6471

留萌開発建設部 治水課 0164-43-5515
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研究所だより
　「クローズアップ①」で間宮先生がコモンズとい
う言葉を使うことなく、コモンズの神髄をわかり
やすく語っておられます。土地をどのように管理
し持続的に利用していくかは、古くて新しいテー
マですが、ここ人口減少社会に至って地域課題の
解決に関し、このような視点を掘り下げておくこ
とは重要だと思われます。
　一方、今号の研究助成のレポートはアイヌ民族
に関するものですが、研究所ではコモンズ関連の
出版後、フォローアップのテーマとしてアイヌ民
族のイオルなど土地の関わりをコモンズの概念か
らとらえるため、ヒアリングを始めました。北海
道の具体的な現場でコモンズが語られることはま
れですが、人口減少が進む広大な北海道において、
今こそコモンズ的な土地利用とルールを見つめ直
す時代になったと言えそうです。　　　　　（Ｔ.Ｋ）


